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「人間は人間に生まれるから人間なのではない。人間として育てられることで、 

人間になるのである。」 

 どこかでこの言葉を耳にしたとき、妙に納得ができた記憶がある。それでは、私た

ち在日が「チョソンサラム（朝鮮人）」となりえるに必要な要素は何なのだろう。日本

に住む朝鮮人にとって、それは言葉ではないだろうか…。 

  

 国や民族によって虹が何色に見えるかが違うという話は、かなり有名である。朝鮮や日本では虹

は七色だが、アフリカのとある地域では虹は一色に見えるらしい。一般的に人間は約100万色の色

を識別できるそうだが、国や民族、地域によって、人々の視覚に違いがあるのだろうか。答えはノー

である。人間はたくさんの色を識別できるが、国や民族、地域によってそれらひとつひとつを表す

言葉の範囲に違いがあったり、そもそもその色を表す言葉がないためである。 

 朝鮮で赤（パルガンセッ）といえば、鮮やかな赤や朱色を表す。しかし、アフリカのとある地域で

は、赤には私たちのいう黒も含まれている。その地域には、黒を表す言葉がないのである。言葉が

ないので、他の色と同じ言葉で表現するしか方法がない。そのため、その地域では虹は一色と認識

するのである。 

 このように言葉と認知能力には深い関わりがあり、この関わりは人間のアイデンティティの形成に

強い影響を及ぼすと私は考えている。曾祖父、祖父の代から日本に住み、日本の文化や言葉に慣れ

親しんで育ってきた私たちのものの見方、考え方は、極めて日本的である。ストレートに感情を表現

する元来の朝鮮民族の気質よりも、控えめに表現することが奥ゆかしく上品であり、慣習・作法で

あると考えている同胞も少なくないだろう。（あくまで一例である。）「わびさび」という言葉のニュ

アンスも肌で理解することができる。しかし、私たちの中には朝鮮民族の血が流れていて、正直と

きどきそのちぐはぐさに混乱することもある。俗にいうアイデンティティ、つまり「私は誰なのか」と

いう正体性や自尊心の問題である。 

 日本に住む朝鮮人ならば、誰もが通る道であろう。朝鮮学校に通っていても通っていなくても、い

ずれ疑問に思うことではないか。かく言う私も、その道を通ってきたひとりである。しかし、私は結

論を出すのがはやかった。なぜなら、「ウリマル」（朝鮮語）が私に答えをくれたからである。私たち

の祖国は北朝鮮ではなく「チョソン（朝鮮）」であるし、学校では「クゴ（国語、つまり朝鮮語）」を学

ぶ。ありがとうよりも「コマッスンミダ（ありがとうの意）」の方が心が通じる気がするし、私の名前は

通称名の片山京香ではなく余京香（ヨ キョンヒャン）である。まぎれもなく私は「チョソンサラム（朝

鮮人）」で、それは揺るぎない。しかし、朝鮮学校でウリマルに出会っていなければ、今の私はいない

だろう。肉体は存在しても、チョソンサラムとしての私のアイデンティティはさまよっていたかもし

れない。きっと朝鮮に生まれた朝鮮人ならば、自分の存在について疑問に思うこともなかったであ

ろう。しかし、私は日本に生まれ、ウリマルをもってしてチョソンサラムとなりえたことを誇りに思

う。言葉が人間のアイデンティティを形成するすべての要素だとは決して思わないが、朝鮮学校や

同胞社会において、言葉というものはとても大事なものなのである。 

  

 私たちをチョソンサラムとして育ててくれ、誇りを与えてくれる宝物なのである。 
                                                                          

           

「余先生のアボジは本校卒業生で私の先輩にあたり、オモニは九州朝高時代の親しい同級生。

彼女は私が知るご両親の良いところをしっかりと受け継いでいる。学生の頃から地道に学習力

を積み上げてきている余教員。思考力が深く、落ち着きがある。情も厚いうえ、よく笑い、し

かも涙もろい。」【カバ先生】 

給食後は、関東の公立小中学校で、ス

クールカウンセラーを務める李舜哲
講師による講演会を催しました。李講

師の次回の来校は11月末予定です。 

金剛山歌劇団福岡公演チケット（￥3,000）はハッキョでお求めできます 

合唱台は折り畳み式。 

丈夫で設置も簡単。 

36～40人使用。 

記念撮影台にも可。 

検温器は消毒器付。 

全自動でPC接続。 


